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除草機を上手く使おう！ 水稲有機栽培
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概 要 Abstract

成 果 Results

○除草機は移植後15⽇以内に1回⽬を実施
○7〜10⽇間隔で延べ2〜4回除草すると効果的

⽔稲有機栽培における除草時間低減技術として活⽤できます。

○種草⼿取りも含めた除草時間は慣⾏より半減

条間も株間も強制駆動で除草
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図1 除草機の種類、回数と7⽉中旬
の雑草量の関係
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駆動式除草機は除草効果が⾼く、
有機農業の省⼒化に役⽴ちます。

図2 ⼿取りを含めた除草時間

半減！

駆動式の方が
効果が安定！

●優先草種がヒエ、ホタルイである水田で適用

●機械の沈下が大きい湿田では除草機の泥あげ
による欠株増加（減収、雑草発生）に注意
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